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　平成２７年１１月の完成を目指す新庁舎建設
事業の本体工事安全祈願祭が行われました。市
や工事関係者、周辺の町内会長らが参列。工事
の安全を祈り、近藤市長が鍬入れした後、関係
者らが玉串を奉納しました。
　新庁舎は、施設の老朽化や合併以来分散して
いる庁舎機能を統一するため、現庁舎位置へ地
上５階地下１階、延べ６４５１平方㍍で建設中。
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新庁舎建設工事　安全祈願祭

　国内外からの支援に対する感謝の気持ちを伝
える「うつくしま復興大使」の４人が市役所を
訪れました。東日本大震災から復興を目指す福
島県の現状、県民の率直な思いを伝えるととも
に、職員派遣などの支援を続ける高梁市に感謝
の意を表しました。
　福島県は、県民 70 人に復興大使を委嘱。全
国の自治体や海外を訪れています。
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あの時を忘れず、感謝の気持ちを

　市民の皆さんに年末を安心して過ごしてもら
い、笑顔で新年を迎えられるよう、歳末夜警が
行われました。市消防団24分団の消防団員が各
分団に集合。午後６時から午前０時までの間、
地域を巡回して防火を呼びかけました。
　また、夜警にあたる各分団を市長らが巡回し、
団員らの労をねぎらい激励しました。
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市民の安全と安心のために

　「餅つきＤＥフェスタ～外国人と市民の交流会
２０１４～」（高梁市国際交流協議会主催）が行
われ、吉備国際大学の留学生と市内在住の外国
人、市民ら約４０人が参加しました。
　成羽地域の地元有志団体「天満ＡＢＭ会」の
協力により、日本の餅つきを体験。参加者らは
交代できねを持ち、掛け声を合わせて餅をつき、
交流を深めました。

 12/15
餅つきDe異文化交流

　年末恒例となっている「高梁ニコニコ市場」 
（同実行委員会主催）が栄町商店街で開催され
ました。
　市内婦人会や農業グループ、障害者施設など
１１団体が正月用のお飾りや餅をはじめ、高梁
産の野菜、農産加工品、花の苗などを販売。う
どんやぜんざい、高梁紅茶を味わえるコーナー
も設けられました。
　会場は、お正月用品などを買い求める多くの
市民でにぎわいました。
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お正月を迎えるために

夜警にあたる消防団員（落合分団）

鍬入れする近藤市長

「うつくしま復興大使」の皆さん

餅を丸める作業に興味津々の参加者

お正月用品がならぶ商店街

ちらしを配り、犯罪・事故防止を啓発

さわやかな笑顔で敬礼するまつもとななみさん

出来たての杵つき餅を販売

市役所

市内各地域 市役所

青少年研修センター

栄町商店街

　高梁市出身のシンガーソングライターまつも
とななみさんが高梁警察署の「一日警察署長」
を委嘱され、年末年始の犯罪・事故防止を呼び
かけました。
　まつもとさんは、高梁警察署に制服姿で登場
し、「安心安全なまちを目指し、地域ぐるみで防
犯や交通事故をなくしていきましょう」とさわ
やかに訓示を述べました。また、市内で特殊詐
欺被害の防止や道路交通法を周知するちらしを
配り、笑顔で市民に啓発しました。
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さわやか笑顔の一日警察署長さん

高梁警察署ほか
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